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しており、２号土坑より出土した鉄製壺鐙は県内唯一の出土品です。７世紀後半に築造された西原１号墳（上

唐子）は、墳形はほぼとどめていないような状況でしたが、方形に近い形状でした。主体部は緑泥片岩と河原

石を用いて構築された複室構造の胴張りがある横穴式石室です。出土遺物は鉄鏃、銅鋺、装飾付大刀です。こ

の古墳は小規模ながら、出土した銅鋺や装飾付大刀は比企地方のこの時期の古墳から出土する遺物としては逸

品で畿内の勢力を構成する有力豪族との結びつきがあったものと考えられます。

　東松山市では古墳時代前期に前方後方墳、前方後円墳が展開しますが、中期以降は大型古墳が築造されなく

なります。このことから、大型古墳を築造することのできる勢力が市域から移動したと考えることができます。

しかしながら、この後に市域に展開した古墳群からは埼玉県内では他にあまり見られない様々な遺物が出土し

ており、それなりに力を持った豪族の存在があったことを示しています。
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